
10：30－10：45

教室：1406 教室：1407 教室：1408

座長： 座長： 座長：

10：45－11：10 【一般1】品質軽視はなぜ生じるのか－標準化・デジタル化がもたらすアテ

ンションの継続的減衰にかんする試論－

○高木修一（大阪公立大学）

【一般10】クラスタワイズ多変量回帰分析法におけるクラスタ数の選択に

ついて

○與座啓仁，吉田悠夏，黒木学（横浜国立大学大学院）

【一般18】実験計画法を用いた認知症リスク因子の交互作用解析

○藤武由妃，鈴木新（奈良県立大学）

11：10ー11：35 【一般2】現場力と組織アイデンティティの関連性についての探索的研究～

豊岡市商工会の地域資源を活用した伴走型支援事例から～

○王地裕介（大阪大谷大学）

【一般11】計数規準型抜取検査での手法選択と小数解の導入

○稲葉太一（元神戸大学），清水貴宏（パナソニックエナジー）

【一般19】マトリクスデータ解析法を利用した新たな”褒め視点”の発掘

○広瀬 栄吾（積水化学工業）

休憩

11：45－12：10 【一般3】現場力ICO理論モデルの探索的研究～イチゴ卸売業者のケースス

タディ～

○王地裕介（大阪大谷大学），大原広記（兵庫県立大学大学院）

【一般12】計数規準型抜取検査での整数解の求め方

○稲葉太一（元神戸大学），清水貴宏（パナソニックエナジー）

【特別企画1】経験則からデータ駆動型へ ― 組成物製造条件最適化への取

り組み

○石井成明，日高康輔，植田敦子（ユニチカ）

12：10－12：35 【一般4】RCA（Root Cause Analysis）の定義を考える

○飯田修平，小谷野圭子（練馬総合病院）

【一般13】転移可能な総合効果を用いた平均および分散に対する因果効果

の推定とその応用

○與座啓仁，吉田悠夏，黒木学（横浜国立大学大学院）

【特別企画2】抜取検査水準切替えルールに対する数理解析による評価系構

築と、社内独自ルールの評価

○須田真人 (ニデック)

昼休憩 教室：1406 教室：1407 教室：1408

座長： 座長： 座長：

13：35－14：00 【一般5】標準化の戦略的活用のためのビジネススクールにおける教育～そ

の経過と課題～

○松本隆（関西学院大学）

【一般14】情報量規準を用いたProfile Monitoringにおける異常パラメータ

の特定方法に関する一考察

○齋藤亨輔（近畿大学大学院），竹本康彦（早稲田大学）

【特別企画3】ランダムフォレストを用いた不適合品原因調査の実例

○松島良介，溝部大翔，菱田貴宏，傍嶋達也（ニデック）

14：00ー14：25 【一般6】タートル図を活用したサービスの標準化の事例報告

○奥野利明（奥野技術士事務所）

【一般15】超設計における設計ユニットが多数の場合の共有設計

○高橋武則（統計数理研究所）

【特別企画4】スピード時代における問題のリスクを考慮した問題解決－

OODAループの活用例

○實原信昭（AI時代におけるコト価値づくりと品質保証研究会）

14：35－15：00 【一般7】標準化文書作成での生成AI活用

○村田安繁（村田技術士事務所）

【一般16】複雑な非陽関数に対する超設計

○高橋武則（統計数理研究所）

【一般20】語彙発達質問紙短縮web版の開発（第３報）－最適な実施環境

の構築

○稲葉太一（元神戸大学），土生川雄彦（大阪総合保育大学），綿巻徹

（鎮西学院大学），小椋たみ子（大阪総合保育大学）

15：00－15：25 【一般8】QC手法とICTを用いた自治会活動

並川恭明（桂坂つばき自治会・京都市西京区）

【一般17】故障時間に関する限定的な情報下での最適保全・点検計画に関

する一考察

○武島光太朗（近畿大学大学院），竹本康彦（早稲田大学）

【一般21】共有設計における非ターゲットセグメントの取り扱い

○川﨑昌（桜美林大学），高橋 武則（統計数理研究所），小川 昭（目白大

学）

15：25－15：50 【一般9】ダイナミックロバストマネジメント(Dynamic robust

management (DRM)の研究(第8報)―先手を打ったTQM/ISOの活用による

自組織に有効な独自の光り物のマネジメントシステム―

○金子浩一（金子技術士事務所），中島健一（早稲田大学），榊秀之（関

西福祉科学大学）

16：00－17：00

17：00－17：30

受付

教室：1408

特別講演：「ダイキン工業のDXの取組み」
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